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気づけば卒業のシーズンを迎えている。FacebookなどのＳＮＳ上でも、自身の、あるいは、家族の

卒業を祝う投稿が散見されるようになっている。一方で、３月は発症後、卒業することは極めて困難

な、花粉症のシーズンでもある1。国内の花粉症の患者数は明らかになっていないものの、過去に実施

された全国疫学調査では、花粉症の有病率は 98 年から 08 年の 10 年間に 10％ポイントも増加してお

り、今や国民の３割が罹患しているともいわれている。 

このような状況の中、３月は花粉症に関連する様々な消費も活発になっている。総務省統計局の家

計調査より、2013年の１年間における二人以上世帯の品目別の支出額を月別にみると、鼻炎薬などを

含む「他の医薬品」や「ティッシュペーパー」では、３月の支出額が最も高く、目薬などを含む「他

の外用薬」も６～８月と並んで高い2（図表１）。また、マスクを含む「保健用消耗品」は１～２月、

12 月に次いで高くなって

いる。 

これらの支出状況につい

て、過去のトレンドをみる

と、2005年対比では「他の

医薬品」、「他の外用薬」、「保

健用消耗品」で、2010年対

比では４品目すべてで、支

出額が増加していることが

わかる。この間、品目別の

ＣＰＩは、いずれも下落し

ている。また、飛散する花

                                                
1 環境省が公表している大気中の花粉観測データによれば、スギ花粉の飛散のピークは、例年３月上～中旬に迎えているこ

とがわかる。なお、過去の観測データは「http://kafun.taiki.go.jp/library.html」にて公開されている。 

2 「他の外用薬」には夏季に需要が増える「虫さされの予防薬」なども含まれている。 

図表１ 二人以上世帯における品目別支出額（月別） 
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出所：総務省統計局「家計調査」より作成
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粉の量は年により変動しているものの、一貫して増加する傾向は認められておらず、発症後は徐々に

重症化するものでもないことから、こうした花粉症に関連する医薬品等の消費量は、一人あたりでは

概ね一定であると考えることが妥当であろう。これらのことから、家計における支出額の増加は、患

者数の趨勢的増加、すなわち、世帯あたりの消費量と、消費する世帯数のいずれか、または両方が増

えていることに起因しているものと考えられよう。 

図表２ 各年３月の品目別支出額およびCPIの推移 

 

前述の疫学調査の結果と同様、08年以降も患者数が増加し続けているとすれば、人口が減少してい

く中にありながら、依然として市場が拡大していることになる。毎年、花粉症対策にむけて医薬品を

はじめとした様々な新商品が開発・発売されていることは、花粉症対策の市場について、企業が有望

なマーケットとみなしていることを表しているといえよう。 

幸いにも筆者は今のところ発症には至っていない（と思っている）ものの、身の回りでも、花粉症

の症状や対策商品について、盛んに口コミが交わされる姿は年中行事の様相を示すようになっている。

毎年つらい思いをしている方々はもちろん、数年後には発症してしまうのでは...と恐々としている筆

者のためにも、一刻も早く、花粉症からの卒業が現実のものとなる日がくることに期待したい。 

 

 

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

他の医薬品 923 839 793 783 1,267 1,498 1,596 1,558 1,594

CPI（鼻炎薬） 105.0 103.7 103.0 100.8 100.1 96.6 94.2 92.5 91.9

他の外用薬 278 214 232 239 241 214 274 245 337

CPI（目薬） 111.7 109.7 110.0 109.5 107.0 101.5 97.3 96.3 92.8

保健用消耗品 627 538 570 579 618 586 779 617 734

CPI（保健医療用品・器具） 108.7 107.1 107.6 106.1 103.6 100.3 99.8 98.4 97.4

ティッシュペーパー 244 194 208 226 241 194 249 200 239

CPI（ティッシュペーパー） 118.4 112.2 112.5 114.2 117.4 100.3 93.6 93.8 92.2

注：上段は各年３月の支出額（円）、下段はCPI（2010年＝100）
出所：総務省統計局「家計調査」、「消費者物価指数」より作成


